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活動内容発表 (動画 )

静コミセンまつり
D手を挙げて横断歩道を渡ろう運動
いおでかけワゴン
‐海岸ごみ拾い活動

第二部 :意見交換

I 地域の防災取組み (要支援者への取組み)

災害時要支援者が避難場所を決める時

そこから見えてきたこと

くオンライン形式 で実施した地域調整会議の様子 >

懸圏鶴躙国踊圏腱
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第一部 :湘南地区まちぢから協議会の取り組みについて
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老々介護が多い
要支援者家族の危うい介護の現状を知つて

中島地区から避難所まで徒歩で40分以上、道路冠水も多しヽ

①避難所へ自家用車で避難できるよう

駐車場を作り、県営西浜駐車場を解放する

②要支援者の車使用を事前認定制とし

認定ステッカーを配布する

認定作業は避難所の選択と

同時に実施する

そもそもの対策として、中島中学校が
避難所に指定されれば解決される問題もある 。・・

生鸞拠点鑢遮く|こ避難議 (中轟攀寧綾》が整機され、臨力で選難

でき儀状鷺嚇こなるたぬ :こ 1ま、機攘∫‡1嶋鑢機攣期完成が豊まれます

が、現在織工覇等の選鯵状鸞薔還つ bヽて晏屁綴提供お願毎ヽします。

第二部 :意見交換

Ⅱ 道の駅開発事業の現状況と今後について

道の駅の一般イメージ
観光案内
トイレ休憩所
飲食物販売 (土地の名産品)

+磯

爾檬される新し懇ゝ遭磯融

市民交流拠点

防災緊急一時避難場所
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地域の方々から見える道の駅開発状況

周囲の歩行者道路が交通規制解除

され、通行可能になりました

…

…

‐

‐

■

‐

′

′

道の駅予定地

地域の方々が出来て良かったと思える道の駅に

翼超襲
=!興

二重

・隣接するスポーツ公日の地域とのつながりを参考に

・納涼祭などを代表とする、地域と共有された市民交流拠点

買い物が楽 しめる
l・

ロ

1こ 立つ

治安盗堕ビない

簿年命懇談会議饉 :こ上がって毎ヽましとが、現在の進惨状朧、鐘騨等機鼠もヽ隣

欝で締爾覧等I=よ鶴鸞軸提供をお願難ヽ数します。
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第二部 :地域からの要望事項

0洪水防災

奎豊 岬
腱 l量」

・
盤 並 塁腔 上り 堕蠅 艶 」量 鐘奎 遺盤 璽 壁 鯉 豊蛾 議颯 二

大雨発生時の洪水事例を見ると、本流の増水時に支流からの増水が本流に流れず逆流し、支流
が氾濫するような事故が起きています。相模川と小出川の関係も同じではないでしょうか。

機の事業である鍵鱗総警磯を含む窓醸を幕‡こ設 :サて議き、地域盤農や各曲治会鱗災金との連
携を機難してわ`ただきたも`。そして安Jが 、安全なまらづくワi■積極鍮まこ轍り組んでしヽただきたしヽ。
(特 :こ 急がれるの iよ 、鶴攘脳鍵鱗の構築〕

0道路整備

国道上星道塁国立る窓ロヨ壁菫登担菫」の設置について

国道1号線と1県道46号 (産業道路)の車道と歩道の間に生えた雑草の駆除等の依頼も、所管
に関わらず市民からの要請であると考えます。市の道路管理課殿が国道や県道の不具合情報
の窓口になる等、サンストップで対応してもヽただ!す る部警の畿鸞譲て懸ヽただ毅 い。

○河川整備

河川整備 :こ伴うゴミ集積場所の 備について

柳島地区と浜見平地区の境にある松尾川の暗渠化が進んでしヽますが、この河川整備によって新
たIこ 歩道が出来る予定です。車両が通行できる道路の淵 :こ作られてしヽたゴミの集積所を、自治
会 1ま移動撤去を要請されています。

ゴミの集積所:ま澄織止美しもヽもので:まありませんが、爾常生懸でまま必要なものです。従来遷警避
使鶏可能とするか、懸殺される歩類の一雛∫ニゴミ集横瞬簿やスペースを最 :す で慧ヽただきたく、お
轟懇ヽ敏します。
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○ゴミ問題

ゴミの分別、収集について

ゴミの分別収集は、大半の方々はルールを守っていただいていますが、相変わらず、分別違反が

あります。

この一部の違反者の為に、その地域の方々は収集残留物がカラスに散らかされたり、後かたづ

けをしなければならなかつたり嫌な思いをしています。

現在決あてむヽ為ルーノ経1旗違歳奮本人載搭‡通多く籍迷惑を施ヽ:サ饉こと|こな参て隷琴改警参お願難ヽ懇
ます。 違晨ゴミの機翻轟止や、燃えるゴミ輪残癬麟爾難簸織などをご検討醸慧ヽます。

0避難行動要支援者 (第二部意見交換より再掲 )

避難行動要支援者モデル事業を振り返って出た課題について

中島自治会ではモデル事業として避難行動要支援者の支援に取り組んでまいりましたが、事業を
振り返り出てきた対策を下記のとおりご提案いたします。

(D}避難所へ曲家繭薫で避難できるよう難車場を作り、県彗藝浜難車場を解散する

0饗支援者の華使鶏を事醜認鶴 りとし講宣丞テツ_カーを曇通奪する

0課
1定
作業(ま避難所の選択と鐘時:こ実鑢する

湘南地区まちぢから協議会

市長と 吾る二Lム

1

れ様で した。
」卜ヽ
dD
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防災リーダー災害時の活動手ll贋
(中

i轟腎
会)

想定最大規模 降雨の数値
・ 1時間雨量 50mm越えると内水氾濫の危険あり

・相精コ||・
0567mmμ8時間・小出川、千ノ川、駒寄川…354mm/24時 間

気象庁
情報

市町村
情報

自主防災活動の内容と手順 要支援者・高齢者等の避難手順

⌒ ム
● 口

昌号
り諾
】な
1ど

1昌1塁
V予

報

雖鶯

里 台

苅 景
注 丞
書 雨

1辱1翼

●天気に関する情報収集

● 自宅の防災器材を点検

●周辺の冠水 しやすい場所の見回リ

●台風や大雨のなどの気象情報を確認

●避難場所を複数から選択する

●停電に備え懐中電灯、照明器具の点検

●非常持ち出し品を確認する

'巳

大
濫 雨
注 注
意 意
情 報
報

●茅ケ崎市の防災情報を確認 (LINE′Twiter.HP等 )

(気象情報、河川水位状況… 防災アプリ活用 )

● 防災 リーダーは所属班長に所在を連絡

・各班長は、要支援者の優先度を検討する

●避難先や避難経路を再確認して
避難準備する

●地域の防災リーダーと連絡を取る

●体温計測して、マスク、消毒液準備

避難できる服装に着替える

⌒
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●防災無線機を常に携帯 じグループ LINEも併用

● 自主防災本部を立ち上げる

・気象情報、河川水位、道路状況、避難所などの

情報を収集 (二次災害回避の為の避難ルー トを確認 )

●本部は第 10消防分団へ避難の呼びかけを依頼

防災員も要支援者・高齢者 (以下対象者 )に避難連絡する

・避難は、要支援者の独居者、夫婦世帯を優先する

・対象者の避難の意思と避難手段、避難場所を再確認

・要支援者がいる防災員は先行して西浜高校

へ同行避難し 、安全確保を優先する

●防災員による避難支援の活動を開始する

→班長は避難状況を本部へ報告

●避難時には無事を表す

『黄色い布』を掲示する

●親族やホテル等、自主避難者は

早めに移動開始する

●西浜高校への避難者は

防災員や近くの住民と連携して

避難開始する
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Z ・防災リーダーは最終避難場所を班長⇒防災隊長に連絡

・西浜高校に避難した防災リーダーは可能な範囲で

避難所運営に関わる

● レベル4発令→本部は避難支援活動を中止、避難する

●逃げ遅れた場合は自宅 2階へ、又は

3m以上ある特養・湘南ベルサイ ド

など安全なマンションやビルに移動

●避難の必要な人はこの時点までに

避難を終えるよう行動する

●自治会館2階でも受け入れ可能

●防災リーダーは避難先で待機

●評議員は本部解散まで防災無線機を常に

携帯し互いの情報を共有する

●命を守る行動を取る

● 家族、知人、防災リーダーなどに

現状を伝える
＼

ヱヘ
口

風

多ぶこ
雨
通
過
後

避
難
情
報
の
解
除

●本部による被災確認、安全確認のうえ帰宅支援

・本部は在宅避難している防災リーダーから

周辺の浸水、冠水状況の報告を待つ

。安全な地域を報告⇒避難先の防災リーダーに連絡

⇒避難住民に連絡

・防災リーダーは避難住民と共に対象者の帰宅を支援する

●各班長は要支援者・ 高齢者等の帰宅状況を報告

●避難住民の帰宅確認 (『黄色い布』掲示 )

・本部は班別に被災状況や安否確認の報告を受ける

・市に要請事項があれば要請する

●自主防災本部解散

0平常に戻り、生活に支障が無くなれば本部、各班員解散

● 緊急避難した者は安全確認のうえ

帰宅、又は避難所で避難継続する

● 帰宅に向けて健康状態をチェックする

● 自宅の被災状況により西浜高校で

しばらく待機するか

タクシー、自家用車、介護車輌

などで帰宅する

● 医療、看護を必要とする者は、

福祉避難所又は関わる医療機関に

連絡し、その指示に従う

ベ ル

A
』【

■J
F可

齢
者
等
避
難
開
始

レベル

避難指示

(全員避難)

レベ ル

緊急安全確保

(災害発生 )
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報 報
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防災リーダー災害時の活動手順 (中

量認警
会)

躍震
.爾虞・

●自身と家族の安全確保、隣近所への声かけ

●各自、テレビ・ラジオ・ネットで情報を得る

●近隣での安全確認

火元確認、ガスの元栓確認、電気のブレーカーを切る

●津波警報が出たら、直ちに近くの津波一時避難場所へ避難する

●避難者を外階段や廊下に迅速に避難誘導する

●要支援者や高齢者は近隣の住民と一緒に避難する

●津波の危険が無くなったら自宅又は中島中学へ移動

オ
●出火予防、初期消火、要支援確認、救助救出

●消防団や近隣と協力して延焼防止、移動式ホース格納箱使用

但し、火や煙で危険を感じたら避難する

●西浜高校、中島中学、平和学園グランドなど広域避難場所ヘ

●火災の危険が無くなったら各自自宅又は中島中学へ移動

●災害発生直後 揺れが治まつたら

m
日日

LH
Dヽポ

「

■

【 」ヽ
二

=津波避難ビル

情報取得に

必要な事項と

二次元コード

茅ヶ崎市防災

LINE IDは

@chigasakicity

●災害発生から数時間

●災害発生から数日

連 絡 先 電 話 番 号

4
」■

e年
広域避難場所

●班別行動・・・一時避難場所の 防災倉庫付近に各班集合

・防災倉庫から避難者カード配布し簡易名簿を作成する

・各班は組長と連携して周辺の要支援者、住民の 安否確認

●自主防災本部を立ち上げる

●中島中学避難所開設を確認し要支援者などの救護活動死する

・市や地域の情報取得・ 0・ 簡易無線使用で市と連携する

・日枝神社境内にテント設営、炊き出し準備、 トイレの設営

防災倉庫Nolと 自治会館から必要機材を搬出する

。救助・救出活動、応急救護活動の采配をする

●住民名簿で安否確認、避難者カード回収する

茅ヶ崎市

▼

防災

▼
避難場所
マップ

▼
マップ
de

茅ヶ崎

テレビ
神奈川

データ放送

▼

Dボタン

▼
マイタウン

情報

●避難所の運営、市との情報伝達、ボランティア活動始まる

●給食、給水、支援物資など受け入れを配慮する

●自宅で避難生活ができない場合は、中島中学へ避難する

津
波
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湘南地区まちぢから協議会
「市長 と語る会」資料

相模川 (中島地区)

令和 5年 1月 22日
下水道河川部下水道河川建設課
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・中島地区(相模川左岸0.6k～ 1.8k付近)については、堤防の高さ・断面が不足しており、一度、氾濫が起これば広範囲で浸水
が生じる恐れがあります。
口そのうちの上流部(左岸1.2k～■8k付近)は、家屋が連担しており、また、一連区間の堤防で一番低い箇所があります。
・そのような背景を踏まえ、中島地区の堤防整備としては、上流部(左岸1.2k～ 1.8k付近)の整備を先行して進めることを考え
ています。

■計画規模の降雨による氾濫シミュレーション結果

左岸1.6kを 決壊選択地点とした場合  X:左岸1.6k

二重L図
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堤防高・断面不足

完成埋

"現況天端高TP+4.5～ 5.5であり
計画堤防高より平均2m程度低い。

・天端は市道として利用されている。
・堤内地及び堤外地が民地.

堤外側 ;ゴルフ場堤内側 :諫屋連担
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の整備には用地取得が必要となり、事業調整に期間を要することから、堤防を段階的に整備します。
0面確保の順に実施します

現況堤防位置| ますし ●

②断面確保(完成堤としての整備)

■段階整備(2段階で整備)

①高さのみ確保(暫 定的な整備)

・堤防を段階的に整備する。
・段階整備は、①高さのみ確保、②断面確保の順に実施する。
・暫定形状は、施工性に優れるL型擁壁形状とする。
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|ま段階整備

製品イメージ図 一響
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【参考資料】 :計画イメージパース 段階整備案:L型擁壁暫定整備
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【参考資料】 :計画イメージパース 段階整備案 :L型擁壁暫定整備
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道の駅の整備事業

`
Choice!

道の駅オープンとともに、茅ヶ崎全域のモノ・コトをブランド化して発
信していくことを目指し、道の駅から発信するオリジナルブランド「
Choice!CHIGASAKI」 として進めています。

令和元年度に20品 目を一般投票により認定し、道の駅オープンま

での間、 ChoicelCHIGASAKI、 認定品 目の周知啓発を実施していま
司ト

,0

整備予定地の鋼板塀に認定品目
の横断幕を設置

認定事業者ヘロゴマークの
のぼり旗を配布

認定品目にかける思いなどを

特集 した冊子を作成

この他、市主催の各種イベント時や近隣商業施設や他市の道の駅等での
ChoicelCHIGASAKI、 認定品目の周知・販売を随時実施しています。

道の駅の整備事業

ウォールアート

道の駅に多くの人が集い、笑顔浴れる交流と思い出が生まれる場となるよう願いを込
め「集い～FAMILY,FRIENDLY,MEMORY～ 」をテーマに、湘南地区まちぢから協議会
を始めとした皆様にご協力いただき、柳島小学校の児童とアーティストが道の駅予定地
にある鋼板塀を明るく鮮やかなアートで彩りました。   /
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道の駅の整備事業

工事の進捗状況
市道0121号線道路改良工事及び国道134号道路改良工事を実施し、令和4年 12月 28

日に向河原交差点～柳島二丁目交差点までの南側歩道を供用開始しました。

・誰からも愛される
・茅ヶ崎の魅力が伝わる
・多くの賑わ6ヽが生まれる
・覚えやすい

道の駅の名称とするため、市民の

皆様から名称案を募集し、応募の多
かった候補複数案について投票で決
定します。

現在募集中となつており、応募の締
め切りは令和5年 1月 25日 までとな
つています。
なお、一般投票は3月 に予定してい

ます。

道の駅の整備事業

名称募集

道の駅

口田ロロ囲田ロ

多い名称

一般 投 票
名 称 決 定称募集

・・ :

市 民 (在 住 ・在 勤 ・在 学 )の 十,Iさ

募 集 しま す。

応 募 方法 1市 ホ ー・ムペ ー ジ よ り応 募

(応 募 フ ,I‐―ムか ら応 募 できます‐ )

'産
業 振 興 課 及 び各 公共 施 設 に設 置

してある応募用紙な応募ボックス 1こ 投函

採用されな名称を応募 した方の中から機選で数名の方 に、道の

駅か も発犠するオ リジナルプラン ド「ChOicelCH16ASAKl」 の

賞品をブレゼントします。
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今和5年

1月 4日 (水 )

～25日 《水〉

名 称 決 定

方   法



道の駅の整備事業

整備手法
ロスケジュール延伸を “地域に愛される道の駅"を 目指す好機と捉え、令和元年度
に官民連携手法検討調査を行い、整備手法や運営面について再検討を実施 しました。

・その結果、民間事業者の経営能力及び技術的能力を活用 し、設計、建設、維持管
理・運営までを一括 して発注することで、費用縮減効果や良質なサービス提供が
期待でき、さらに公共が資金調達をすることで金利コス トを低減できる「DBO方
式 (※ )」 を採用することとしました。

・事業者選定については、まちぢから協議会、学識経験者等から構成する附属機関「茅
ヶ崎市道の駅整備運営事業者選定委員会」を設置 し選定を行います。

茅ヶ崎市

基本

協定

事業スキーム図               県市の区分け

※DBO方式(Design Build Operate):資 金調達は行政が行うが、設計、建設、長期運営まで一括して民間企業が行う手法であり、P
同方式に準じた方式。行政の資金調達能力を活用し金利コストを低減でき、さらに民間事業者の経営能力及び技術能力を活用
し、建設費・運営費等の縮減効果が期待できる。

道の駅の整備事業
簡嘲田輌町

整備スケジュール
・道の駅整備事業は当初平成 31年 7月 オープンを目標としていましたが、用地取得の遅れ等から、オ

ープン時期を令和元年 7月 から令和 4年 3月 へ延伸しました (平成 30年 9月 時点)。

・さらには、新型コロナウイルス感染症拡大を受け、市の財政負担のピークである設計・建設に係る予

算計上を令和 5年度以降とし、オープン時期もそれにあわせて令和 7年 7月 に再度延伸しました (令

和 3年 1月 時点)。                  ＼

・その後、令和 4年 10月 14日 に募集要項、要求水準書等を公表し事業者募集を開始しました。令和

5年 4月 上旬には事業者選定結果を公表する予定です。

令和4年度 令和5年度 令和6年度

周辺道路改良工事

事業者募集・選定
曇ルニユ
面又.口 l

~い ‐ ~‐・ ●……・‐

建設

運営準備

道の駅から発信するオリジナルブランド事業 周知・啓発

令禾□5年度は道の駅施設の設計、運営方法の検討を予定しています。事業の進捗状況
に応じて、地域の皆様に情報提供させていただきます。
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